
２０１８年度学内版 GP 成果報告書 

 

取組名称  インターンシップの事前・事後学習セミナーと評価ルーブリックの開発 

実施組織 

（または対象のカリキュラム） 
 キャリア教育・サポートセンター 

※連携する他学部・機

関がある場合は記入 
グローバル教育推進センター 

実施責任者（所属）   勝亦 達夫   （キャリア教育・サポートセンター 助教） 

取組の目標 
① 通年不定期でインターンシップ・セミナーを開催 

② 取組達成の可視化：インターンシップ評価ルーブリックの開発 

１． 

目標達成のために行っ

た活動と成果 

（箇条書きで項目ごとに番
号を付けて記載。成果の
詳細は必要に応じて別添
とする） 

１．信州産学官連携インターンシップ（県内・海外）事業に関連し、インター

ンシップの事前・事後学習を各地キャンパスで全 8 回開催した。 

２．事前学習で、インターンシップに参加する上での手続きやマナーについ

て学ぶとともに、事前の課題設定の重要性を伝えた。 

３．インターンシップ・ルーブリックを事前学習の段階からチック表として活

用し、事後もふりかえりの際に利用することで、自己評価を行った。 

４．学びの成果をレポートや e ポートフォリオに入力し、発表で成果をまと

め伝えることで、学生は経験や体験を蓄積する機会となった。 

５．インターンシップの受入先を、前後で回ることで、学生の課題や要望、セ

ミナーの改善点、企業のニーズや要望を把握することにつながった。 

２． 

目標達成度に

関わる所見と今

後の展望 

 

（達成の度合いを

選び，そう評価す

る理由と今後の

展望を記述） 

a.達成できた 

（評価理由） 

定期的なセミナーの開催によって、学生の意識付や課題設定、自

分が不足している点について気づきを促すことができた。自己評

価のため開発したルーブリックは、チェック項目の形式とし、手続き

の進捗、確認事項を積みあげることで得点となる仕組みを考案し

た。項目の得点割合を可視化することで、目標達成度を確認でき

るようになり、繰り返し利用できるものとした（別添資料参照）。 

（今後の展望） 

セミナーの内容について、学生のレベルや目的によって「物足りな

い」と感じる感想がみられた。ルーブリックをより発展させ、また企

業側にも同様に評価してもらうことで、客観的な評価に繋げたい。

さらに、レポートや学びを蓄積してアウトプットする方法を整備する

とともに、学びを深め、振り返りをきちんとして発表したいと考える

学生に向けたサポート体制や機会を、今後開発していきたい。 



1 2

3 4



5 6

7 8



9 10

11 12



13

•

•

14

15 16



17 18

19 20



21 22

23 24



25

•

•
•
• 26

27 28



29

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
•

•

•

30

31 32



33

step1 step2 step3 step4

34

35 36



37 38


